
  

１．平成23年３月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日） 

  

  

（２）連結財政状態 

  

２．配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無：無 

  

３．平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無：無 
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  （百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

23年３月期第１四半期  38,955  △2.9  572  34.3  615  12.5  353  △35.7

22年３月期第１四半期  40,106  11.9  426  △18.2  546  △12.8  550  79.8

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

23年３月期第１四半期  31  60  －      

22年３月期第１四半期  48  41  －      

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

23年３月期第１四半期  46,644  19,027  40.8  1,698  59

22年３月期  49,050  18,962  38.7  1,692  76

（参考）自己資本 23年３月期第１四半期 19,026百万円 22年３月期 18,961百万円

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年３月期  －        15 00 －      15 00  30  00

23年３月期  －      

23年３月期（予想）  15 00 －      15 00  30  00

  （％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計）  90,000  0.2  950  2.2  1,100  3.9  600  △8.7  53  56

通期  200,000  3.0  2,600  11.7  2,800  11.4  1,400  18.7  124  98



４．その他（詳細は、【添付資料】３ページ「２．その他の情報」をご覧ください。） 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 ：無 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用：有 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①  会計基準等の改正に伴う変更：有 

②  ①以外の変更              ：無 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作

成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

（４）発行済株式数（普通株式） 

  
  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示

時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続きは終了していません。  

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前

提となる仮定等については、四半期決算短信【添付資料】３ページ「１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 

(3)連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。  

  

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年３月期１Ｑ 12,025,000株 22年３月期 12,025,000株

②  期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 823,415株 22年３月期 823,385株

③  期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 11,201,587株 22年３月期１Ｑ 11,371,981株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、緩やかな回復基調にあるものの、雇用情勢やデフレ環境、

個人消費に関しましては厳しい状況が続いており、依然として先行き不透明な状況で推移しております。 

 当社グループの属するエンタテインメント業界におきましては、少子化や消費者ニーズの多様化、ブロードバ

ンドインフラの普及などによるインターネット配信の拡大などにより、依然、厳しい状況で推移しております。

 このような状況の中、当社グループの業績は、売上高につきましては、映像音楽市場の低迷等により苦戦を強

いられましたが、利益面に関しましては、玩具事業及びアミューズメント事業が牽引し、好調に推移いたしまし

た。  

 以上の結果、当第１四半期連結会計期間の売上高は389億５千５百万円（前年同四半期比2.9％減）、営業利益

は５億７千２百万円（同34.3％増）、経常利益は６億１千５百万円（同12.5％増）、四半期純利益は３億５千３

百万円（同35.7％減）となりました。   

 セグメントの業績は次のとおりであります。 

 なお、当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号

平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20

号 平成20年３月21日）を適用しておりますが、各報告セグメントの事業は、前年同四半期における事業と同一

区分のため、前年同四半期における各事業との売上高とセグメント利益（営業利益）を比較し、増減比率等を表

示しております。 

①玩具事業 

 中核事業であります当事業は、バンダイの「仮面ライダー Ｗ(ダブル）」、「ハイパーヨーヨー」、「たま

ごっち」等の男女児玩具が好調に推移し、売上高、営業利益とも好調に推移いたしました。  

 この結果、売上高は122億４千８百万円（前年同四半期比17.5％増）、セグメント利益は３億１千１百万円

（同7.4％増）となりました。  

②映像音楽事業 

 映像音楽市場においては、インターネットを利用したコンテンツ配信等が進んでおり、パッケージ市場が低迷

する中、当社におきましても苦戦を強いられました。利益面に関しましても、当第１四半期連結会計期間におい

ては、利益率の高い映像製作出資作品や独占販売作品において目立ったヒット作がなかったこと等により低調に

推移いたしました。 

 この結果、売上高は121億９千５百万円（前年同四半期比26.3％減）、セグメント損失は２千１百万円（前年

同四半期は３千７百万円の営業利益）となりました。 

③ビデオゲーム事業 

 市場全体が低迷している中、当第１四半期連結会計期間においては、「Ｘｂｏｘ360」のニューモデルが発売

されたことなどにより、当社グループにおきましては堅調に推移いたしました。 

 この結果、売上高は87億３百万円（前年同四半期比20.8％増）、セグメント利益は１億８千４百万円（同

0.7％増）となりました。  

④アミューズメント事業 

 玩具自動販売機商材で市場を牽引するようなリード商材がなかったものの、キッズカードゲーム機で、バンダ

イ「仮面ライダーバトル ガンバライド」、スクウェア・エニックス「ドラゴンクエスト モンスターバトルロ

ードⅡレジェンド」が堅調に推移いたしました。利益面に関しましては、事業構造改革の効果により好調に推移

いたしました。 

 この結果、売上高は41億６千１百万円（前年同四半期比1.6％減）、セグメント利益は３億４千７百万円（同

80.7％増）となりました。 

⑤その他事業    

 主力のコンビニエンスストア向けのトレーディングカードでバンダイ「バトルスピリッツ」、タカラトミー

「デュエルマスターズ」などが堅調に推移いたしました。 

 この結果、売上高は16億４千６百万円（前年同四半期比3.6％減）、セグメント利益は２千７百万円（同

26.5％減）となりました。 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報



  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第１四半期末における総資産は、前連結会計年度末に比べ24億５百万円減少し、466億４千４百万円となり

ました。その主な内容は、以下のとおりであります。 

 流動資産につきましては、19億９千２百万円減少し381億４千７百万円となりました。これは主に受取手形及

び売掛金の減少27億９千１百万円によるものであります。流動負債におきましては、24億５千７百万円減少し

249億７千９百万円となりました。これは主に支払手形及び買掛金の減少６億４千９百万円、未払法人税等の減

少３億３千７百万円、賞与引当金の減少４億３千９百万円によるものであります。この結果、流動比率は

152.7％となりました。固定資産につきましては、４億１千３百万円減少し84億９千７百万円となり、固定負債

におきましては、１千３百万円減少し26億３千８百万円となりました。 

 純資産につきましては、６千５百万円増加し190億２千７百万円となりました。これは主に利益剰余金の増加

１億８千５百万円、その他有価証券評価差額金の減少１億１千９百万円によるものであります。この結果、自己

資本比率は40.8％となりました。  

  

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 当第１四半期につきましては、概ね当初の見通しに沿った業績で推移しております。当期の見通しは、前回予

想（平成22年５月12日に発表した第２四半期連結累計期間及び通期連結業績予想）に対し、変更はありません。

  

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

（簡便な会計処理）  

①一般債権の貸倒見積高の算定方法 

 当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認められ

るため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

②棚卸資産の評価方法 

 当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚卸高を

基礎として合理的な方法により算出する方法によっております。 

 また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿

価切下げを行う方法によっております。 

③繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状

況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニ

ングを利用する方法によっております。  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

（会計処理基準に関する事項の変更） 

 資産除去債務に関する会計基準の適用 

 当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を

適用しております。 

 これにより、営業利益及び経常利益は０百万円減少し、税金等調整前四半期純利益は27百万円減少しておりま

す。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は44百万円であります。 

  

２．その他の情報



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,873 6,312

受取手形及び売掛金 20,146 22,937

商品 8,831 6,729

貯蔵品 16 20

その他 3,415 4,289

貸倒引当金 △135 △149

流動資産合計 38,147 40,140

固定資産   

有形固定資産 1,635 1,668

無形固定資産   

のれん 1,211 1,322

その他 2,407 2,513

無形固定資産合計 3,618 3,836

投資その他の資産   

投資有価証券 1,908 2,083

その他 1,533 1,590

貸倒引当金 △198 △267

投資その他の資産合計 3,242 3,405

固定資産合計 8,497 8,910

資産合計 46,644 49,050

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 19,182 19,832

短期借入金 2,350 2,350

1年内返済予定の長期借入金 60 110

未払法人税等 106 443

賞与引当金 164 603

ポイント引当金 3 4

事業構造改善引当金 100 177

返品調整引当金 25 40

その他 2,986 3,874

流動負債合計 24,979 27,436

固定負債   

長期借入金 － 30

退職給付引当金 1,436 1,424

資産除去債務 45 －

負ののれん 80 89

その他 1,076 1,107

固定負債合計 2,638 2,651

負債合計 27,617 30,088



（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,751 2,751

資本剰余金 2,776 2,776

利益剰余金 14,355 14,169

自己株式 △1,117 △1,117

株主資本合計 18,766 18,580

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 261 381

繰延ヘッジ損益 △1 0

評価・換算差額等合計 260 381

少数株主持分 0 0

純資産合計 19,027 18,962

負債純資産合計 46,644 49,050



（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 40,106 38,955

売上原価 34,820 34,101

売上総利益 5,286 4,854

販売費及び一般管理費 4,860 4,281

営業利益 426 572

営業外収益   

受取利息 2 0

受取配当金 29 27

負ののれん償却額 9 9

匿名組合投資利益 58 －

その他 44 19

営業外収益合計 144 56

営業外費用   

支払利息 18 6

為替差損 － 5

その他 5 1

営業外費用合計 24 13

経常利益 546 615

特別利益   

固定資産売却益 0 2

投資有価証券売却益 11 0

貸倒引当金戻入額 59 3

特別利益合計 70 5

特別損失   

固定資産売却損 － 0

固定資産除却損 2 0

投資有価証券売却損 1 －

投資有価証券評価損 0 －

子会社株式売却損 0 －

子会社整理損 － 22

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 27

特別損失合計 3 50

税金等調整前四半期純利益 613 570

法人税、住民税及び事業税 81 116

法人税等調整額 △17 100

法人税等合計 63 216

少数株主損益調整前四半期純利益 － 353

少数株主利益 － 0

四半期純利益 550 353



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 613 570

減価償却費 207 192

のれん償却額 107 102

貸倒引当金の増減額（△は減少） △89 △97

賞与引当金の増減額（△は減少） 217 △439

退職給付引当金の増減額（△は減少） 16 11

事業構造改善引当金の増減額（△は減少） △809 △77

受取利息及び受取配当金 △32 △28

支払利息 18 6

固定資産除売却損益（△は益） 2 △1

投資有価証券売却損益（△は益） △9 △0

投資有価証券評価損益（△は益） 0 －

為替差損益（△は益） 0 5

子会社整理損 － 22

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 27

売上債権の増減額（△は増加） 5,456 2,855

たな卸資産の増減額（△は増加） △501 △2,097

仕入債務の増減額（△は減少） △3,142 △649

その他 △357 △83

小計 1,696 318

利息及び配当金の受取額 32 28

利息の支払額 △18 △6

法人税等の支払額 △420 △447

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,290 △107

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の払戻による収入 317 －

有形固定資産の取得による支出 △14 △8

有形固定資産の売却による収入 0 3

無形固定資産の取得による支出 △426 △51

投資有価証券の取得による支出 △3 △24

投資有価証券の売却による収入 54 0

その他 55 △0

投資活動によるキャッシュ・フロー △17 △80

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の返済による支出 △2,190 －

長期借入金の返済による支出 △142 △80

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △163 △161

その他 △4 △4

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,499 △245

現金及び現金同等物に係る換算差額 △0 △5

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,227 △439

現金及び現金同等物の期首残高 4,945 6,312

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,717 5,873



 該当事項はありません。  

  

〔事業の種類別セグメント情報〕  

    前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日）  

（注）１．事業の区分は、商品の種類、性質、販売方法、販売市場等の類似性を考慮して区分しております。 

２．従来「映像関連事業」として事業区分をしていたものを、当第１四半期連結会計期間より「映像音楽事業」と

名称を変更いたしました。この変更は、平成21年３月10日付で株式会社ウイントの株式を取得し、子会社化し

たことにより、当社グループの音楽事業の重要性が高まったためであります。なお、この変更による損益に与

える影響はございません。 

３．各区分に属する主要な商品 

〔所在地別セグメント情報〕  

 前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

 本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％を超えているため、所在地別セグメント情

報の記載を省略しております。  

〔海外売上高〕  

 前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

 海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
玩具事業 
(百万円) 

映像音楽
事業 

(百万円) 

ビデオ
ゲーム 
事業 

(百万円) 

アミュー
ズメント 
事業 

(百万円) 

その他
事 業 

(百万円) 

計 
(百万円) 

消去又は 
全社 

(百万円) 

連結
(百万円) 

売  上  高                                         

(1)外部顧客に対する 

売上高 
 10,425  16,535  7,206  4,231  1,708  40,106  －  40,106

(2)セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
 －  －  －  －  －  －  －  －

計  10,425  16,535  7,206  4,231  1,708  40,106  －  40,106

営業利益  289  37  183  192  37  740  (314)  426

事業区分 主要商品

玩具事業 男女児一般玩具等 

映像音楽事業 映像・音楽ソフト等 

ビデオゲーム事業 ゲーム機、ゲームソフト等 

アミューズメント事業 アミューズメント機器・景品等 

その他事業 雑貨、トレーディングカード等 



〔セグメント情報〕 

１．報告セグメントの概要 

 当社の報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経

営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

 当社グループは、商材別の事業ユニットを置き、各事業ユニットは、取り扱う商材について包括的な戦略を立案

し、事業活動を展開しております。 

 したがって、当社グループは、事業ユニットを基礎とした商材別のセグメントから構成されており、「玩具事

業」、「映像音楽事業」、「ビデオゲーム事業」及び「アミューズメント事業」の４つを報告セグメントとしており

ます。 

 「玩具事業」は、男女児一般玩具等を量販店、専門店、コンビニエンスストア、百貨店、ｅコマース、二次問屋等

へ販売しております。「映像音楽事業」は、映像・音楽ソフト等の企画・製作・販売をしております。「ビデオゲー

ム事業」は、ビデオゲームハード、ソフト等を量販店、専門店、コンビニエンスストア、ｅコマース等へ販売してお

ります。「アミューズメント事業」は、玩具自動販売機の運営及びアミューズメント施設用商品等の販売をしており

ます。  

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第１四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日） 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、雑貨、トレーディングカー

ド等の販売を含んでおります。 

   ２．セグメント利益の調整額△277百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△277百万円が

含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない親会社本社の総務部門等管理部門に係

る費用であります。 

   ３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。  

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

  該当事項はありません。 

  

（追加情報） 

当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年

３月21日）を適用しております。 

 該当事項はありません。  

  

  

  （単位：百万円）

  報告セグメント

その他

（注）１
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結損

益計算書計上

額 
（注）３   玩具事業 

映像音楽事

業 

ビデオ

ゲーム 
事業  

アミューズ

メント事業
計

売上高             

外部顧客への売上高  12,248  12,195 8,703 4,161  37,309  1,646  38,955  －  38,955

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 －  － － －  －  －  －  －  －

計  12,248  12,195 8,703 4,161  37,309  1,646  38,955  －  38,955

セグメント利益 

又は損失（△） 
 311  △21 184 347  822  27  849  △277  572

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記


	ヘッダー1: 
	ヘッダー2: 
	ヘッダー3: ㈱ハピネット（7552）平成23年３月期　第１四半期決算短信
	ヘッダー4: ㈱ハピネット（7552）平成23年３月期　第１四半期決算短信
	ヘッダー5: ㈱ハピネット（7552）平成23年３月期　第１四半期決算短信
	ヘッダー6: ㈱ハピネット（7552）平成23年３月期　第１四半期決算短信
	ヘッダー7: ㈱ハピネット（7552）平成23年３月期　第１四半期決算短信
	ヘッダー8: ㈱ハピネット（7552）平成23年３月期　第１四半期決算短信
	ヘッダー9: ㈱ハピネット（7552）平成23年３月期　第１四半期決算短信
	ヘッダー10: ㈱ハピネット（7552）平成23年３月期　第１四半期決算短信
	ヘッダー11: ㈱ハピネット（7552）平成23年３月期　第１四半期決算短信
	フッター1: 
	フッター2: 
	フッター3: - 1 -
	フッター4: - 2 -
	フッター5: - 3 -
	フッター6: - 4 -
	フッター7: - 5 -
	フッター8: - 6 -
	フッター9: - 7 -
	フッター10: - 8 -
	フッター11: - 9 -


